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面
白

い
隨
筆
を
讀
み
陀

い
人
は
先
づ
第

帽
に
本
書
を
讀
め
!

讀
書
界
の
入
氣
を
沸
騰
さ
せ
、
幾
萬

の
讀
書
子
に
深

い
威
銘
を
與

へ
た

『
隨
筆
頼
山

陽
」
の
著
者
、
春
城
先
生
が
現
代
隨
筆
界

の
最
大
權
威
た
る
こ
と

は
い
ふ
迄

も
な
い
。

事
實
、
著
者
ほ
ど
博
覽
に
し
て
多
方
面
の
趣
味

に
通
じ
た
者
は
尠
か
ろ
う
、
本
書
は

こ
の
多
方
面
の
趣
味
を
最
も
よ
く
表
現
し
陀
も
の
で
、
機
智
縱
横
、
諷
喩
百
出
、
筆

鋒
愈
冴
え
て
讀
者
を
し

て
醉

へ
る
が
如
く
な
ら
し
め
る
。
眞
に
天
下

一
品
の
隨
筆
集

で
あ
る
。

　
　
　
　
　
目

家
へ
大

要

、

　

上
篇
　
雅
俗
相
孕
録
-

嬬
人
の
決
鬪
ー

元
碌
義
擧
の
隱
れ
た
後
援
者
、
切
支
丹
珍
話
、
掬
摸
の
著

　

遞

、
金
貸

し
東
叡
山
、
縁
切
寺
、
以
下
百
十
數
項
。

　
　
下
篇
　
趣
味
談
叢
-

寺
は
趣
味
の
淵
叢
、
茶
人
の
趣
味
教
育
、
反
古
趣
味
書
簡
の
區
趣
味
、
豆
本

　

蒐
集

談
、
酒

趣
百
則
、
以
下
十
數
項
。

鉾懈畑牌繖微籍叢畆
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▼
本

書

は

何

故

、
無

際

限

に

賣

戒

(
一
)
材
料
は
著
者
が
四
拾
年
間
苦
心
蒐
集
し
陀
も
の
、
而
も
從
來
の
著
邇

中

に
漏
れ
陀
斬
新
な
材
料
を
綱
羅
し
だ
こ
と

(
二
)
山
陽

に
饗
す
る
褒
貶
的

態
度
を
超
越
し
て
其
人
間
味
を
赤
裸

々
に
表

し
だ
こ
と

(三
)
隨
筆
體

に
面

自
く
描
き
、
ど
の
頁
を
讀
ん
で
も
趣
味
津

々
た
る
こ
と
、
な
ど
が
圭
な
る

理
由
で
あ
ら
う
。
今
囘
更
に
新
發
見
の
材
料
に
依
る
記
事
入
十
餘
頁
及
珍

「奇
な
寫
眞
數
葉
を
添
加
し
π
。
殊

に
竹
田
が
寫
.生
し
泥
山
陽
竹
田
對
座
の

圖

は
山
陽

の
省
像
畫

と
し
て
興

に
天
下

一
品
で
あ
る
。

一二
亠
ハ
冖判
七
二
〇
頁

口
鱠
多
數
入
美
裝

定
　
價
　
參
　
圓

郵

税

拾

貳

錢

る

?
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▼
江

戸

文

人

詩

客

の

逸

話

本
書
は

『
蟹

の
泡
』
の
姉
妹
篇
と
も
言

ふ
べ
き
も

の
で
、

を
集
め
π
の
に
芻
し
て
、

こ
れ
は
日
本
藝
苑
の
逸
話
集
で
あ
る
。
即
ち
江
戸
文

化
が
頂
點
に
達
し
て
幾
多
の
文
人
詩
客
を
輩
出

し
だ
文
化
文
政
時
代
に
於
け
る

「
ッ
ム
ヂ
曲
り
」
の
人

の
逸
話
を
中
心
と
し
陀
も
の
で
、

』無
邪
氣
で
而
も
極
め

て
味

の
あ
る
珍
談
は
、

一
度
手

に
す
れ
ぽ

一
氣

に
讀
了
せ
し

め
て
了
ふ
底
の
魅

力

が
あ
る
。

轡

難
。

噛

織螂撫
臥

メ

ー

、

　

鰹,̀東牛、京込

鰹 、

鯨}

六
判
全
九
百
頁布凾入美裝各貳圓參拾錢税拾貳錢

早稻田大

集

學

が
西
洋
の
逸
話

出

。

即
ち
江
戸
文時代に於ける氣で而も極めて了ふ底の魅
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本
書
に
輯

め
た
小
話
百
五
十
篇
、
其
の
多
く

が
東
西
先
賢

の
逸
話

に
屬
す

る
所

か
ら
、
書
名
を
「
蟹

の
泡
」
と
題
し
淀
。
畢
竟
藝
苑
の
天
才
と
云
は
る

丶
入
は
、

其
の
言
行
概

ね

一
風
變

つ
て
ゐ
て
常
徑
を
履
ま
す
、
多
く
が
世
間

の
所
謂

「
ツ

ム
ヂ
曲
り
G二
ぢ
る
も

の
で
、
言
は

い
蟹

の
横
行
に
も
似

π
行
き
方
で
あ
る
。
而

し
て
又
蟹

に
は
元
來
腸
が
無

い
と
云
は
れ

て
ゐ
る
が
、
之
等
先
賢
の
行
徑
常
軌

を
逸
し

て
居
な
が
ら
、
亦
甚
だ
無
邪
氣
な
點
が
そ
れ

に
よ
く
似

て
ゐ
る
。

.:
:
此
書

が
讀
者
に
破
顏

日
笑
の
興
を
添

へ
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、全
く

こ
の
門、
ツ

ム
ヂ
曲
り
」
諸
先
輩

の
賜
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
.
(著
者
序
文
の

一
節
)
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▼
侯
の
薦
筆

(寫
眞
版
二

枚
　
其
他

口
繪
八
枚

世
界
的
偉
人
大
隈
侯
逝

い
て
以
來
、
國
民
が
侯
を
哀
惜
追
慕
す
る
の
情
、
益

々

加
は
る
。
此
の
偉
人

の
日
常
生
活
の
精
細

は
,
何
人
も
知
ら
ん
と
欲
し

て
未
だ

知
り
得
ざ

る
所
。
茲

に
市
島
氏
あ
り
、
侯

に
隨
身
す
る
こ
と
四
十
餘
年
、
侯
の

一
言

一
行
を
悉
く
日
記
に
誌
し
置
き
、
其

一
顰
二

笑
を
も
洩
さ
す
。
今
此

日
記

を
土
臺
と
し
て
侯

の
言
行
を
口
述
し
、
文
壇
の
雄
將

に
し

て
卆
生
隈
侯
を
敬
仰

せ
る
梅
溪
氏
を
筆
録
す
。
侯

の
家
庭
生
活
、
趣
味
、
嗜
好
、
人
物
觀
、
眦
曾
觀
、

各
種

の
逸
話
を
綱
羅
せ
る
室
前
の
隨
筆
的
傳
記
に
し
て
、
侯
の
面
目
宛

が
ら
生

け
る
が
如
し
.、
寔

に
侯
を
千
古
に
傳

ふ
べ
き

一
大
書
也
。

東
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込早稻田大學出版部




